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研究概要

カーボンニュートラル社会の実現の
ため、効率的に自動車用バイオエタ
ノール燃料を製造する技術研究を
行います。

理念

バイオ資源の活用、グリーンCO2燃料を「つくる」技術のイノベーションで、持続
可能なカーボンニュートラル社会の実現に貢献していく。
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CO2活用
(合成燃料製造等)



03 燃料活用を含めたシステム全体の
 効率的な運用方法の研究

01で得られたバイオエタノール燃料を自動車等に使用した
際の課題を明らかにし、解決方法について研究します。また、
原料栽培の生産量から製造される燃料量までを予測可能
とするモデル式を検討します。

01 エタノールの効率的な生産システムの研究

食料と競合しない第2世代バイオエタノール燃料の製造技
術の向上を目指し、生産設備を実際に設計・設置・運転
し、多様な原料における生産面での課題を明らかにし、解
決方法を研究するとともに、生産システムの効率改善を検
討します。

02 副生酸素とCO2の回収・活用の研究

水素製造時に副生成物として発生する高濃度酸素、およ
び、バイオエタノール燃料製造時に発生するCO2の活用方
法について研究します。

研究内容
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